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と
し
て
も
地
域
公
共
交

通
の
維
持
・
再
編
は
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
る
課
題
な
の
で
、
議

論
の
一
助
と
な
る
よ
う

努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
和
久
田
委
員
長

が
「
宇
都
宮
市
に
お
け
る
先

進
事
例
を
お
聞
か
せ
願
い
、

今
後
の
活
動
の
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

そ
の
後
、
宇
都

宮
市
総
合
政
策
部

交
通
政
策
課
が
宇

都
宮
市
の
公
共
交

通
政
策
に
つ
い
て

説
明
。「
ま
ち
づ
く

り
と
一
体
と
な
っ

た
各
種
交
通
施

策
」
と
し
て
、「
基

幹
公
共
交
通
」
と

な
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導

入
、「
幹
線
公
共

宮
市
）、谷
口
典
隆
副
委
員
長

（
彦
根
市
）
の
３
人
。

※
Ｌ
Ｒ
Ｔ
…
輸
送
力
が
軽

本
会
の
「
地
域
公
共
交
通
の
維
持
･
確
保
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」（
委
員
長

＝
和
久
田
哲
男
浜
松
市
議
会
議
長
）
は
10
月
14
日
に
宇
都
宮
市・高
崎
市
で
現
地
調
査
、

15
日
に
全
国
都
市
会
館
で
第
１
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。
特
委
で
は
、
課
題
解
決
に
必

要
な
施
策
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
、
国
等
に
要
望・提
言
を
行
う
。

現
地
調
査
・
第
１
回
委
員
会
開
催

現
地
調
査
・
第
１
回
委
員
会
開
催

地
域
公
共
交
通
特
別
委
員
会

14
日
の
現
地
調
査
で
は
、

宇
都
宮
市
で
※
Ｌ
Ｒ
Ｔ
、
高

崎
市
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ク
ル
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
が
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
に
つ

い
て
視
察
し
、
地
域
公
共
交

通
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
策

や
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
た
。

参
加
者
は
和
久
田
委
員
長
、

熊
本
和
夫
副
委
員
長
（
宇
都

清
水
富
雄
本
会

会
長
（
横
浜
市
会

議
長
）
は
10
月
11

日
、
岸
田
内
閣
で

内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
（
防
災 

海

洋
政
策
）・
国
家

公
安
委
員
長
に
４

日
付
で
就
任
し
た

二
之
湯
智
本
会
顧

問
（
参
議
院
議

員
）
へ
あ
い
さ
つ

し
た
。

和久田公共交通特委
委員長（浜松市）
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宇
都
宮
市
で
は
、

令
和
５
年
の
開
業
を

予
定
し
て
い
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備

事
業
な
ど
に
つ
い
て
視
察
し

た
。冒

頭
、
宇
都
宮
市
議
会
議

長
の
熊
本
副
委
員
長
が
「
市

量
級
で
、
定
時
運
行
性
の
高

い
都
市
型
の
鉄
道
。
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
と
も
。

宇都宮市 視察宇都宮市 視察

芳賀・宇都宮LRTに導入予定の車両と特委正副委員長
（左から谷口副委員長、和久田委員長、熊本副委員長）

【
２
面
へ
続
く
】

あいさつする熊本副委員長
（宇都宮市）
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二之湯防災大臣二之湯防災大臣にあいさつにあいさつ
清水会長
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高
崎
市
で
は
、
▽
お
と
し

よ
り
ぐ
る
り
ん
タ
ク
シ
ー
運

行
事
業
▽
高
崎
ま
ち
な
か

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ク
ル
推
進
事
業
「
高

チ
ャ
リ
」
▽
お
店
ぐ

る
り
ん
タ
ク
シ
ー
運

行
事
業
―
に
つ
い
て

視
察
し
た
。

冒
頭
、
和
久
田
委

員
長
か
ら
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
特
委
委
員
の
白

石
隆
夫
高
崎
市
議
会
議
長
か

ら
高
崎
市
の
現
況
な
ど
に
関

要
望
・
提
言
へ
調
査
実
施

要
望
・
提
言
へ
調
査
実
施

第１回
委員会

【
１
面
か
ら
続
く
】

交
通
」
と
な
る
バ
ス
路
線
の

再
編
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

な
ど
地
域
内
交
通
の
導
入
な

ど
に
よ
っ
て
階
層
性
の
あ
る

総
合
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
サ
ー
ビ

ス
水
準
（
利
便
性
）
の
向
上

を
は
か
る
と
し
た
。

市
担
当
者
か
ら
の
説
明
の

後
、
正
副
委
員
長
は
市
内
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
車
両
基
地
へ
移
動
。

市
建
設
部
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
課
の

案
内
の
も
と
、
導
入
予
定
の

高 崎 市 視 察高 崎 市 視 察

車
両
（
愛
称
＝
ラ
イ
ト
ラ

イ
ン
）
や
車
両
基
地
の
建

設
風
景
な
ど
を
視
察
し

た
。芳

賀
・
宇
都
宮
Ｌ
Ｒ
Ｔ

は
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
か
ら

芳
賀
工
業
団
地
（
芳
賀
郡

芳
賀
町
）
ま
で
約
14
・
６

㌔
を
約
37
～
44
分
（
運
行

間
隔
は
６
～
10
分
毎
）で

結
ぶ
も
の
。
開
業
は
令
和

５
年
３
月
を
見
込
ん
で

い
る
。

LRT車両基地で説明を受ける特委正副委員長

あいさつする
白石高崎市議会議長

10
月
15
日
、
全
国
都
市
会

館
で
令
和
３
年
度
「
地
域
公

共
交
通
の
維
持
･
確
保
問
題

に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
第

１
回
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
会
議
は
、
７
月
21

日
に
開
催
予
定
だ
っ
た
同
委

員
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
延
期
と

な
っ
て
い
た
も
の
。

冒
頭
、
和
久
田
委
員
長
は

あ
い
さ
つ
で
、
▽
利
用
者
の

減
少
▽
相
次
ぐ
路
線
の
廃
止

▽
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
営
状

況
の
深
刻
化
―
な
ど
地
域
公

共
交
通
事
業
を
取
り
巻
く
非

常
に
厳
し
い
環
境
に
触
れ
、

課
題
解
決
に
必
要
な
施
策
や

取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
研

究
し
、国
等
に
対
し
要
望・提

言
を
行
っ
て
い
く
と
し
た
。

協
議
に
先
立
ち
、
国
土
交

通
省
総
合
政
策
局
地
域
交
通

課
長
の
倉
石
誠
司
氏
が
「
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
地

域
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
▽
地
域
公
共

交
通
を
取
り
巻
く
現
状
と
課

題
▽
地
域
公
共
交
通
活
性
化

再
生
法
の
改
正
▽
独
占
禁
止

法
特
例
法
の
制
定
▽
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

へ
の
対
応
―
に
つ
い
て
講
演

を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
地
域
公
共
交
通

の
維
持
・
確
保
問
題
に
お
け

る
論
点
（
案
）、地
域
公
共
交

通
の
維
持
・
確
保
に
関
す
る

調
査
（
案
）、今
後
の
運
営
に

つ
い
て
協
議
。

論
点
（
案
）
は
、
①
人
口

減
少
・
超
高
齢
化
社
会
の
進

行
に
伴
う
公
共
交
通
機
関
の

状
況
と
課
題
②
地
域
公
共
交

通
の
確
保
に
関
す
る
地
方
負

担
の
増
加
③
地
方
公
営
企
業

に
対
す
る
国
の
支
援
措
置
の

講演する倉石課長
（国土交通省）

す
る
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
市
福
祉
部
長
寿

社
会
課
か
ら
「
お
と
し
よ
り

ぐ
る
り
ん
タ
ク
シ
ー
」
運
行

事
業
に
つ
い
て
、
市
商
工
観

光
部
か
ら
「
高
チ
ャ
リ
」
お

よ
び
「
お
店
ぐ
る
り
ん
タ
ク

シ
ー
」
事
業
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

「
お
と
し
よ
り
ぐ
る
り
ん

タ
ク
シ
ー
」
は
、
高
齢
者
や

障
害
者
の
移
動
手
段
確
保
の

た
め
、
高
齢
化
率
の
高
い
地

域
で
運
行
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
ル
ー
ト
上
な
ら
ど

こ
で
も
無
料
で
自
由
に
乗
り

降
り
が
可
能
。
自
治
体
に
よ

る
こ
の
よ
う
な
特
徴
の
福
祉

タ
ク
シ
ー
導
入
は
、
全
国
初

の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

「
高
チ
ャ
リ
」
は
、高
崎
駅

西
口
を
中
心
に
乗
降
で
き
る

無
料
の
貸
出
自
転
車
で
あ
り
、

中
心
市
街
地
16
か
所
の
サ
イ

ク
ル
ポ
ー
ト
か
ら
ど
こ
で
も

貸
し
出
し
、
返
却
が
可
能
。

「
お
店
ぐ
る
り
ん
タ
ク

シ
ー
」は
、駅
西
口
か
ら
市
の

中
心
市
街
地
へ
手
軽
な

移
動
手
段
を
提
供
す
る

こ
と
で
町
に
広
く
賑
わ

い
を
波
及
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
運
行
さ
れ
て

お
り
、
ル
ー
ト
上
な
ら

無
料
で
自
由
に
乗
り
降

り
可
。
令
和
２
年
10
月

の
調
査
に
お
い
て
、
中

心
市
街
地
の
通
行
量
が

平
成
24
年
度
か
ら
77
・

８
％
増
加
す
る
な
ど
の

効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

高崎市役所前の
「高チャリ」サイクルポートを視察

↖
【
３
面
へ
続
く
】
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基
地
協

基
地
協  

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会

藤本基地協会長
（岩国市）

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
（
会
長
＝
藤
本
泰
也

岩
国
市
議
会
議
長
）
は
10
月

14
日
、書
面
で
正
副
会
長・監

事・相
談
役
会
を
開
催
。政
府

の
令
和
４
年
度
概
算
要
求
を

受
け
た
要
望
（
案
）
や
、
来

年
度
に
限
り
協
議
会
負
担
金

の
引
き
下
げ
を
行
う
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

協
議
で
は
、
基
地
対
策
関

係
施
策
の
充
実
強
化
に
関
す

る
要
望
（
案
）
に
つ
い
て
原

案
通
り
決
定
。
11
月
１
日
開

催
の
第
１
０
１
回
理
事
会
に

提
案
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。

要
望
（
案
）
で
は
、
令

和
４
年
度
が
固
定
資
産
税

の
評
価
替
え
の
翌
年
度
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
３
年
に

１
度
行
わ
れ
て
き
た
基
地
・

調
整
交
付
金
（
総
務
省
所

管
）
の
増
額
の
年
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
基
地
・
調
整
交
付

金
３
７
５
億
４
０
０
０
万
円

（
前
年
度
比
10
億
円
増
）
お

よ
び
基
地
周
辺
対
策
経
費
の

概
算
要
求
額
の
満
額
確
保
等

を
求
め
て
い
る
。

協
議
会
負
担
金
の
見
直
し

並
び
に
令
和
４
年
度
負
担
金

算
出
基
準
（
案
）
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
に
限
っ
て

引
き
下
げ
る
こ
と
を
了
承
し
、

理
事
会
に
提
案
す
る
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
令
和
２
年
度

会
計
決
算
、
第
１
０
１
回
理

事
会
の
運
営
、
今
後
の
会

議
・
要
望
活
動
に
つ
い
て
も

協
議
を
行
っ
た
。

ま
た
、
弘
前
市
が
９
月
16

日
付
け
で
協
議
会
に
加
盟
し
、

加
盟
団
体
数
が
２
０
８
市
町

村
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

も
報
告
さ
れ
た
。

拡
充
④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
⑤
地

域
公
共
交
通
に
求
め
ら
れ
る

取
組
等
―
を
柱
と
し
て
い
る
。

調
査
（
案
）
は
、
地
域
公

共
交
通
の
抱
え
る
課
題
や
公

的
支
援
の
利
用
状
況
、
地
域

公
共
交
通
計
画
の
策
定
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
各
委
員
市

を
対
象
に
行
う
と
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
了

承
し
、要
望・提
言
の
取
り
ま

と
め
に
向
け
適
宜
対
応
し
て

い
く
と
し
た
。

【
２
面
か
ら
続
く
】

基
地・調
整
交
付
金

基
地・調
整
交
付
金  

満
額
確
保
を

満
額
確
保
を

ハラスメント事例  提供を
内
閣
府

内
閣
府
で
は
こ
の

ほ
ど
、
地
方
議
員
を

対
象
と
し
た
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
事
例
調
査
を

開
始
し
た
。

同
調
査
は
、
議
員

活
動
や
選
挙
活
動
中

に
有
権
者
や
支
援
者
、

他
の
議
員
等
か
ら
性

的
又
は
暴
力
的
な
言

葉
に
よ
る
嫌
が
ら
せ
、

性
別
に
基
づ
く
侮
辱

的
な
態
度
や
発
言
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
メ
ー
ル
等

に
よ
る
嫌
が
ら
せ
な
ど
受
け

た
り
、
見
聞
き
し
た
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
事
例
の
提
供
を
求
め

て
い
る
。

調
査
期
間
は
、
10
月
14
日

～
11
月
14
日
、
回
答
は
内
閣

府
Ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
と
な
っ
て
い

る
。
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経
過
経
過　
国
や
地
方
議
会
で

女
性
議
員
を
増
や
す
こ
と
を

目
指
し
、
先
の
通
常
国
会
で

「
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
推
進
法
」
が
一
部

改
正
さ
れ
、
公
選
に
よ
る
公

職
等
に
あ
る
者
及
び
公
職
の

候
補
者
に
つ
い
て
、
セ
ク
ハ

ラ
、
マ
タ
ハ
ラ
防
止
策
を
国

や
地
方
自
治
体
に
求
め
る
規

定
が
追
加
さ
れ
た
。

ま
た
、
今
年
6
月
決
定
の

「
女
性
活
躍
・
男
女
共
同
参
画

の
重
点
方
針
２
０
２
１
」
で

は
、
令
和
3
年
度
に
内
閣
府

が
各
議
会
等
で
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
研
修
を
実
施
す
る

際
に
活
用
で
き
る
教
材
を
作

成
す
る
と
し
て
い
た
。

【問合せ先】内閣府 男女共同参画局推進課
電話:03-6257-1360  E-mail:g.josei.p6f@cao.go.jp

内閣府資料から
⒈　調査事項

議員ご自身が議員活動や選挙活動中において、有権
者や支援者、議員等から受けたまたは見聞きしたハラ
スメント事例がございまたら、ご記載ください。

ご回答いただいた内容は、本教材の作成目的以外に
使用することはなく、また第三者に提供されること
は、一切ございません。
ハラスメント（例）
・性的又は暴力的な言葉（ヤジを含む）による嫌がらせ
・性別に基づく侮辱的な態度や発言
・SNS、メール等による中傷、嫌がらせ
・身体的暴力やハラスメント（殴る、触る、抱きつく等）
・年齢、婚姻状況、出産や育児などプライベートな事柄につ

いての批判や中傷
・付きまとい、ストーキング
・投票、支持の見返りに何らかの行為を要求

⒉　回答方法
下記URLから回答フォーム（内閣府共通意見等登

録システム）にアクセスし、回答をお願いいたします。
https://form.cao.go.jp/lets_jokatsu/opinion-0022.html

⒊　回答期間
令和3年10月14日（木） 

～ 11月14日（日）

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
特

委
は
、
有
識
者
等
と
の
意
見

交
換
会
（
第
２
回
特
別
委
員

会
）
を
11
月
24
日
に
行
う
な

ど
と
し
た
。

第１回委員会の模様
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【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
43
万
５
９
９
２
人

（
令
和
３
年 

10
月
１
日
）

▽
面
積　
１
１
４・74
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
江
戸
時
代

に
、
馬
を
放
し
飼
い
に
す

る
「
牧
」
と
し
て
利
用
さ
れ

た
千
葉
県
北
部
の
下
総
台
地
。

明
治
時
代
の
鉄
道
開
通
を
契

機
に
急
速
に
開
発
が
進
み
、

町
や
村
が
誕
生
し
て
い
っ
た
。

昭
和
29
年
９
月
に
２
町
２
村

が
合
併
し
て
前
身
の
東
葛
市

が
発
足
。
そ
の
２
か
月
後
に

1
町
の
離
脱
や
１
村
の
分
村

合
併
が
あ
り
、
そ
れ
を
機
に

市
名
変
更
、
柏
市
と
し
て
新

た
な
出
発
を
果
た
し
た
。
平

議
長
会
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
別

賞
（
３
度
目
）
に
輝
い
た
。

成
17
年
3
月
沼
南
町
と
合
併
。

同
20
年
４
月
中
核
市
移
行
。

▽
シ
ン
ボ
ル
　
市
章
は
、
ひ

ら
が
な
の「
か・し・わ
」の
３

文
字
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
図
案
。

市
の
花
は
シ
バ
ザ
ク
ラ
、
カ

タ
ク
リ
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
３
種
。

鳥
は
オ
ナ
ガ
、
木
は
市
名
と

同
じ
カ
シ
ワ
の
ほ
か
、
旧
沼

南
町
で
制
定
し
て
い
た
シ
イ
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数　

36
人
（
現

在・男
性
27
人
、
女
性
９
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
元
年
８

月
４
日
。
立
候
補
48
人
。
投

票
率
34・22
％
。　

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
今
年

2
月
に
議
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
導
入
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、「
開
か
れ

た
議
会
」
実
現
の
た
め
平
成

29
年
に
議
会
報
デ
ザ
イ
ン
を

刷
新
、
中
身
も
充
実
さ
せ
る

な
ど
広
報
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
令
和
２
年
９
月
定
例
会

号
は
今
年
度
の
中
核
市
議
会

手賀沼
（写真提供＝柏市）

柏
市
は
、
千
葉
県
の
北
西

部
、
都
心
か
ら
30
㎞
圏
内
に

位
置
し
、
首
都
圏
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
、
県
内
有
数
の
商
業

地
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
東
京
大
学
な
ど

を
有
す
る
学
園
都
市
の
特
徴

を
備
え
、
公・民・学
連
携
に

よ
る
環
境
未
来
都
市
等
の
取

り
組
み
は
、
海
外
に
も
そ
の

知
名
度
を
上
げ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
恵
ま
れ
た

農
業
資
源
や
、
手
賀
沼
な
ど

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て

い
る
豊
か
な
自
然
環
境
も
あ

り
、
こ
れ
ら
都
市
と
し
て
の

多
様
性
が
柏
市
の
大
き
な
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
い
た
だ
き
、
柏
の
ま

ち
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

市　章

柏

市

部
会
長
市
紹
介
紹
介

第10回第 10回

田中晋議長

今
年
か
ら
10
月
８
日
が

「
木
材
利
用
促
進
の
日
」
と

し
て
法
定
化
さ
れ
た
の
を
受

け
、
同
日
、
東
京
・
有
楽
町

で
、
本
会
を
は
じ
め
地
方
六

団
体
が
後
援
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
Ｗ
ｅ

ｂ
視
聴
５
３
０
人
を
含
め
、

約
８
０
０
人
が
参
加
し
、
建

築
物
で
の
木
材
利
用
の
意
義

を
共
有
し
た
。

先
の
第
２
０
４
回
通
常
国

会
で
公
共
建
築
物
木
材
利
用

促
進
法
の
改
正
法
が
成
立

（
公
布
6
月
18
日
、
施
行
10

月
1
日
）。
木
材
利
用
を
そ

れ
ま
で
の
公
共
建
築
物
だ
け

で
な
く
民
間
建
築
物
に
も
広

げ
る
こ
と
と
さ
れ
、
法
改
正

に
合
わ
せ
て
法
律
名
が
「
脱

炭
素
社
会
実
現
建
築
物
木
材

利
用
促
進
法
」
に
変
更
さ
れ

た
。今

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

こ
の
法
律
施
行
を
記
念
し
て

開
か
れ
、
冒
頭
の
講
演
で
、

国
立
競
技
場
設
計
で
木
材
利

用
を
進
め
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
る
建
築
家
の
隈
研
吾
氏
が

登
壇
。
隈
氏
は
、
木
材
利
用

を
進
め
た
自
ら
が
関
わ
っ
た

内
外
の
建
築
物
を
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
紹
介
し
な
が
ら

「
木
は
社
会
全
体
を
支
え
る

Ｏ
Ｓ
（
基
本
ソ
フ
ト
）
だ
」

と
話
し
、
建
築
物
に
木
材
を

利
用
す
る
こ
と
の
意
義
深
さ

を
強
調
し
た
。　

続
け
て
パ
ネ
リ
ス
ト
３

人
（
隅
修
三
東
京
海
上
日
動

火
災
保
険
相
談
役
、
伊
藤
明

子
消
費
者
庁
長
官
、
林
業
漫

画
家
の
平
田
美
紗
子
氏
）
が

そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
の
視
点

か
ら
、
木
材
利
用
促
進
に
当

た
っ
て
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
所
見
を
語
っ
た
。

林
野
庁
に
よ
る
と
、
平
成

22
年
に
公
共
建
築
物
木
材
利

用
促
進
法
が
成
立
し
て
以

来
、
公
共
建
築
物
の
床
面
積

ベ
ー
ス
の
木
造
率
は
そ
れ
ま

で
の
8・3
％
か
ら
13・８
％

に
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
、
民
間
建
築
物
で
は
、

増
え
る
傾
向
に
は
あ
る
も
の

の
利
用
度
は
ま
だ
低
位
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
木
材
利
用
を

脱
炭
素
社
会
実
現
の
有
力
な

施
策
と
し
て
位
置
付
け
る
政

府
は
10
月
1
日
付
で
「
木
材

利
用
促
進
本
部
」（
本
部
長・

農
林
水
産
相
）
を
設
置
、
改

正
法
に
基
づ
い
て
民
間
建
築

物
も
対
象
に
木
材
利
用
を
一

層
、
促
す
こ
と
に
し
て
い

る
。シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
農
林
水

産
省
、
国
土
交
通
省
、
経
済

産
業
省
、
総
務
省
、
文
部
科

学
省
が
後
援
。
地
方
六
団
体

の
ほ
か
、
経
済
団
体
も
、
日

本
商
工
会
議
所
、
日
本
経
団

連
、
経
済
同
友
会
が
後
援
に

名
を
連
ね
た
。

漢
字
の
「
十
」
と
「
八
」

を
組
み
合
わ
せ
る
と
「
木
」

の
字
に
な
る
こ
と
か
ら
、
今

回
改
称
さ
れ
た
法
律
で
10
月

８
日
が
「
木
材
利
用
促
進
の

日
」
と
定
め
ら
れ
た
。

地方六団体
後 援

木
材
利
用
促
進
の
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
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